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自殺企図患者への精神的ケア体制充実の必要性

そのために必要と考えることそのために必要と考えること

「救急医療機関における自殺企図患者等に関する調査」報告書（東京都、２００８）より

現状のままでよい理由現状のままでよい理由

調査対象：
東京都下の救急告示
医療機関 338箇所
回収数 206箇所
回収率 60.9%

一般救急と精神科との連携が求められている
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救急搬送における医療機関の受入状況等詳細調査結果

○調査対象：
平成20年12月16日（火） 8:30～22日（月）8:29 に東京消防庁管内で救急搬送した全事案（転院搬送除く）
計9,414件

図１．医療機関に受入の照会を行った回数：

図２．現場滞在時間
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総務省消防庁資料より作成
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